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お   願   い 
松  戸  市 

 松戸市域においては、昭和６０年代前半からいわゆるワンルームマンション

の増加とともに、入居者のゴミ処理の不徹底、自動車等の路上駐車による交通

障害、冷暖房機器等の使用に起因する騒音の発生等による地域の生活環境に及

ぼす問題あるいは入居者と地域住民とのコミュニケーションの欠如等による良

好な近隣関係の形成阻害等の様々な問題が発生するに至りました。 

 これらのことから、本市では、昭和６２年１０月１日に「松戸市ワンルーム

形式共同住宅に関する指導指針」を施行し、関係各位のご協力により所要の成

果を上げてきました。 

 しかしながら、依然として地域住民からワンルームマンションの建築及び入

居後の管理体制等に関わる問題が指摘されており、また、これらの問題と併せ、

建築計画が事前に地域住民に知らされることなく工事に着手されたということ

などから、地域住民と建築主との間の紛争となる事例も生じている状況にあり

ます。 

これらの問題は、ワンルームマンションに限られたことではありませんが、

ワンルームマンションの場合には特に問題となっており、この解決を図るため

のより適切な対策を講じることが強く求められております。 

 そこで、本市ではこれらの問題等の解決に寄与すべく、関係各位のご理解と

ご協力をいただき様々な努力をしており、その一環として、この度同指針の一

部を改正し、建築計画を地元自治会（町会）と近隣住民へ事前に説明すること、

敷地内に敷地面積に応じた自動車駐車場を設置すること及び適切な管理体制

（管理規約を含む。）を確保するための具体的な措置をとることを規定するとと

もに、名称も「松戸市ワンルーム形式共同住宅に関する指導要綱」として本年

１０月１日から施行することに致しました。 

 つきましては、この趣旨を是非ご理解いただき、この要綱の円滑な施行にな

お一層ご協力くださるようお願い申し上げます。 



 また、共同住宅の建築計画を策定される場合には、できる限り地域住民との

コミュニケーション等をより保持することのできるファミリー形式の共同住宅

とされるよう併せてお願い申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



松戸市ワンルーム形式共同住宅に関する指導要綱 

 

（目 的） 

第１条 この要綱は、ワンルーム形式共同住宅の建築計画及び管理について、

建築主等に対する指導事項を定めることにより、建築等に伴う紛争を未然に

防止するとともに、良好な生活環境の保持に寄与することを目的とする。 

 

 （定 義） 

第２条 この要綱において、次の各号に掲げる用語の意義は、それぞれ当該各

号に定めるところによる。 

（１） ワンルーム形式住戸  一の住戸の床面積（ベランダ、バルコニー等の

面積を除き、各住戸専用のメーターボックス、パイプスペース等の面積を

含むものとする。）が２５平方メートル未満のものをいう。 

 （２） ワンルーム形式共同住宅  ワンルーム形式住戸の数が４以上の共同住

宅及び長屋をいう。 

 （３） 建築主等  ワンルーム形式共同住宅の建築主、所有者又は管理者をい

う。 

 （４） 近隣居住者  建築物の敷地境界線からの距離が当該建築物の高さ（階

段室、昇降機塔、装飾塔、物見塔その他これらに類する建築物の屋上部分

で、水平投影面積の合計が当該建築物の建築面積の８分の１以下のものは、

当該建築物の高さに算入しない。）の１.５倍以内の区域にある建物（居室

を有するものに限る。）の所有者及び占有者をいう。 

 

 （建築計画の事前公開等） 

第３条 ワンルーム形式共同住宅を建築しようとする者は、ワンルーム形式共

同住宅に係る建築計画策定後、建築基準法（昭和２５年法律第２０１号）に

基づく確認申請書（以下「確認申請書」という。）を提出する１４日前までに

当該敷地の道路に面する見やすい場所に当該建築物の工事に着手するまでの



間、建築計画事前公開板（第１号様式）を設置するとともに、別表に掲げる

事項を近隣居住者及び敷地の属する自治会（町会）の代表者に対して説明を

するものとする。 

２ ワンルーム形式共同住宅を建築しようとする者は、前項の説明をする場合

において、近隣居住者から説明会の開催を求められた場合には、速やかにそ

の説明会を開催するものとする。 

 

 （建築計画書等の提出） 

第４条 ワンルーム形式共同住宅を建築しようとする者は、確認申請書を提出

するとき（松戸市における宅地開発事業等に関する条例（平成１３年松戸市

条例第３５号）に基づく事前協議書の提出の必要なものについては、当該事

前協議書を市長に提出するとき）に、ワンルーム形式共同住宅の建築計画書

（第２号様式）及び建築計画事前公開に関する報告書（第３号様式）を市長

に提出するものとする。 

 

（住戸の最低面積等） 

第５条 建築主等は、ワンルーム形式住戸の床面積については１６平方メート

ル以上、居室の天井高については２.３メートル以上確保するものとする。 

 

 （防災措置） 

第６条 建築主等は、ワンルーム形式住戸に設置する火気使用器具については、

火災予防上有効なものを設置するとともに、消火器その他の消防用設備等の

設置について配慮するものとする。 

 

 （騒音等防止措置） 

第７条 建築主等は、ワンルーム形式住戸に冷暖房機器等を設置する場合には、

その使用により発生する騒音等による近接居住者への悪影響を防止するため、

設置位置その他について配慮するものとする。 



２ 建築主等は、歩行騒音の発生による近接居住者への悪影響を防止するため、

ワンルーム形式共同住宅の屋外階段及び開放廊下の床面の使用材料その他に

配慮するものとする。 

 

 （目隠しの設置等） 

第８条 建築主等は、近接居住者のプライバシーを保護するため、ワンルーム

形式共同住宅の開放廊下その他これに類する部分に、必要とされる範囲内に

おいて目隠しその他の適当な措置を講ずるものとする。 

 

 （ごみ集積所の設置等） 

第９条 建築主等は、ワンルーム形式住戸の数が１０以上の場合にあつては、

ごみ集積所をワンルーム形式共同住宅の敷地内に設置するものとする。 

２ 建築主等は、前項の規定により設置するごみ集積所を適宜清掃するととも

に、市が指定するごみの種類別の搬出及び搬出日時を入居者が遵守するよう

指導するものとする。 

 

 （駐車場の設置等） 

第１０条 建築主等は、都市計画法（昭和４３年法律第１００号）に基づく近

隣商業地域及び商業地域にあつては住戸の数の２分の１以上、その他の地域

にあっては住戸の数以上の収容能力を有する自転車及びバイクの置場をワン

ルーム形式共同住宅の敷地内に設置するものとする。 

２ 建築主等は、ワンルーム形式住戸の数が１０以上の場合にあつては、次の

割合により算出された台数以上の収容能力を有する自動車の駐車場をワンル

ーム形式共同住宅の敷地内に設置するものとする。ただし、敷地内に設ける

ことが困難な場合で、敷地境界線から概ね２００メートル以内に必要台数を

設けた場合等はこの限りでない。 

 

 



敷 地 面 積 戸数に対する割合 

２００平方メートル未満 １０パーセント 

２００平方メートル以上 

３００平方メートル未満 
１５パーセント 

３００平方メートル以上 

５００平方メートル未満 
２５パーセント 

 

３ 建築主等は、ワンルーム形式共同住宅の敷地内の見やすい場所に路上駐車

の禁止等を記載した表示板を設置するとともに、自動車を所有する入居者に

対しては、その者の責任において駐車場を確保するよう指導するものとする。 

 

 （敷地内の緑化等） 

第１１条 建築主等は、ワンルーム形式共同住宅の敷地内空地の緑化に努める

とともに、地域の生活環境との調和に配慮するものとする。 

 

 （管理体制） 

第１２条 建築主等は、ワンルーム形式共同住宅に管理人を置くものとする。

ただし、建築主等が入居者による自動車等の路上駐車の防止、ごみの適切な

処理及び近隣居住者からの苦情処理、自治会（町会）との連絡事項の伝達等

について、適切な管理体制を確保するため管理を委託する等必要な措置を講

じた場合は、この限りでない。 

２ 建築主等は、ワンルーム形式共同住宅の敷地内の見やすい場所に、管理人

等への緊急連絡の用に供する連絡表示板（第４号様式）を設置するものとす

る。 

 

 （管理規約等） 

第１３条 建築主等は、入居者相互の秩序等及び地域の良好な生活環境等を保

持するため、次に掲げる事項を管理規約等として定め、これを入居者が遵守



するよう指導するものとする。 

 （１） 火災の発生の防止（火災報知器等の取り扱いを含む。）に関すること。 

 （２） ごみの処理（市が指定するごみの種類別の搬出及び搬出日時等を含む。）

に関すること。 

 （３） 自動車、自転車及びバイクの路上駐車等の防止に関すること。 

 （４） 自動車を所有する者は、自らの責任において駐車場を確保すること。 

 （５） 騒音等（特に夜間、早朝）の発生の防止に関すること。 

 （６） 自治会（町会）への加入及び地域住民が実施する地域環境美化運動等へ

の参加・協力に関すること。 

 （７） その他良好な生活環境を保持する上で必要な事項 

 

（適用除外） 

第１４条 松戸市における宅地開発事業等に関する条例の適用を受けるワンル

ーム形式共同住宅については、第９条から第１１条までの規定は適用しない。 

２ 松戸市における宅地開発事業等に関する条例施行規則（平成１４年松戸市

規則第９号）第１８条の事業計画公開板にワンルーム形式住戸数を記載した

ときは、当該ワンルーム形式共同住宅については、第３条第１項（建築計画

事前公開板を設置する部分に限る。）の規定は適用しない。 

３ 松戸市中高層建築物等の建築等に係る紛争の予防及び調整に関する条例

（平成１９年松戸市条例第３３号）第５条第１項の標識にワンルーム形式住

戸数を記載したときは、当該ワンルーム形式共同住宅については、第３条第

１項（建築計画事前公開板を設置する部分に限る。）の規定は適用しない。 

 

 （補則） 

第１５条 この要綱に定めるもののほか必要な事項は、別に定める。 

 

   附 則 

 （施行期日） 



１ この要綱は、平成３年１０月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この要綱の施行の際、改正前の松戸市ワンルーム形式共同住宅に関する指

導指針の規定により既に協議済又は協議中の事項又は松戸市まちづくり指導

要綱の規定により既に協議済又は協議中の事項については、なお従前の例に

よる。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この要綱は、平成１４年４月１日から施行する。 

 （経過措置） 

２ この要綱の施行の際、松戸市まちづくり指導要綱の規定により既に協議済

又は協議中の事項については、なお従前の例による。 

   附 則 

 この要綱は、平成１９年８月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成２２年６月１日から施行する。 

   附 則 

 この要綱は、平成３０年４月１日から施行する。 

 



  別表（第３条関係） 

１ 建築主住所及び氏名 ２ 設計者住所及び氏名 

３ 工事施工者住所氏名 ４ 工事種別 

５ 利用種別（分譲・賃貸等） ６ 各階主要用途 

７ 階 数 ８ 構 造 

９ 基礎工法（種別） 10 敷地面積 

11 建築面積 12 延べ面積 

13 最高の高さ 14 ワンルーム形式住戸数 

15 配置図及び立面図 16 生活排水放流先 

17 工事着手年月日 18 工事完成年月日 

19 工事作業休日 20 工事作業時間 

 


